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編 集 責 任
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木 川 治

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
わ
が
組
合
に
と
っ
て
６
年
間
の
派
遣
期
間
が
終
了
し
、
４

月
か
ら
区
の
職
員
に
完
全
身
分
が
切
り
替
わ
る
と
と
も
に
地
公
労
法
適

用
の
単
一
労
働
組
合
と
し
て
新
た
に
出
発
し
た
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。

今
日
の
極
め
て
厳
し
い
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
の
状
況
の
中
、
時
間
内

組
合
活
動
の
見
直
し
、
締
め
付
け
に
よ
り
日
常
的
な
諸
活
動
を
始
め
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
攻
撃
の
基
本
は
、
労
働
組
合
潰
し
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
こ
う
し
た
攻
撃
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
の

ご
理
解
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
執
行
に
か
か
わ
る
交
渉
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
３
月

３
日
に
東
京
都
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
（
交
渉
拒
否
・
不
誠
実

団
交
）
と
し
て
各
２３
区
当
局
・
区
長
会
を
相
手
に
労
働
委
員
会
に
訴
え
、

現
在
も
係
争
中
で
ま
だ
決
着
が
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
一
日
も
早

い
解
決
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
高
ま
り
の
中
で
、
資
源
循
環
型
社
会
へ
の

変
革
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
。
国
会
で
は
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
・
廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
・
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物

区
分
の
見
直
し
・
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
等
が
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
１８
年
は
５
区
（
品
川
・
大
田
・
杉
並
・
足
立
・
江
戸
川
区
）
に

お
い
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
モ
デ
ル
実
施
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
１９

年
１０
月
か
ら
は
全
区
に
お
い
て
試
行
が
行
な
わ
れ
、
２０
年
度
か
ら
本
格

実
施
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
資
源
循
環
型
廃
棄
物
行
政
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
労
働
者
に
対
す
る
民
間
委
託
や
定
数
削
減
、
賃
金
切
り
下
げ

な
ど
の
攻
撃
が
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
・
人
員
要
求
を
は
じ

め
地
公
労
法
適
用
の
単
組
清
掃
労
組
と
し
て
す
べ
て
の
闘
い
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
今
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
し
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
長

西
川

卓
吾

中
央
執
行
委
員
長

西
川

卓
吾
（
江

東
）

副
中
央
執
行
委
員
長

金
澤

寿
（
新

宿
）

副
中
央
執
行
委
員
長

金
子

雄
一
（

港

）

書
記
長

大
島

誠
（
一

組
）

書
記
次
長

染

裕
之
（
中

野
）

財
政
部
長

山
崎

精
一
（
一

組
）

部
員

武
藤

幸
治
（
一

組
）

組
織
部
長

纐
纈

朗
（
墨

田
）

副
部
長

横
川

春
己
（
豊

島
）

部
員

有
田

孝
保
（
文

京
）

部
員

岡
沢

徹
（
一

組
）

部
員

坂
本

浩
明
（
世
田
谷
）

部
員

志
村

春
男
（
新

宿
）

賃
金
部
長

大
和
田
功
治
（
渋

谷
）

副
部
長

斉
藤

孝
司
（
墨

田
）

部
員

相
原

誠
（
杉

並
）

部
員

川
内
谷
昭
彦
（

北

）

部
員

洞
下

一
浩
（
中

野
）

部
員

渡
辺

歩
（
葛

飾
）

共
闘
部
長

野
�

優
三
（
板

橋
）

副
部
長

篠
崎

信
彦
（
中

央
）

部
員

恵
良

伸
介
（
荒

川
）

部
員

鈴
木

恒
悦
（
渋

谷
）

部
員

平
田

伸
晴
（
江

東
）

部
員

松
永

公
爾
（
練

馬
）

現
業
部
長

吉
田

寿
（
練

馬
）

副
部
長

松
本

稔
（
品

川
）

部
員

佐
久
間

武
（
目

黒
）

部
員

箱
田

修
一
（
一

組
）

部
員

張
替

一
茂
（
千
代
田
）

部
員

山
�

努
（
江
戸
川
）

教
宣
部
長

木
川

治
（
江
戸
川
）

副
部
長

横
須
賀

博
（
台

東
）

部
員

秋
元

浩
（
板

橋
）

部
員

篠
田

和
則
（
足

立
）

部
員

森
田

裕
二
（

港

）

部
員

杉
田

和
彦
（
大

田
）

会
計
監
事

田
中

康
利
（
新

宿
）

会
計
監
事

会
場

英
人
（
一

組
）

会
計
監
事

萬
崎

匡
宏
（
江
戸
川
）

特
別
中
央
執
行
委
員

増
渕

静
雄

特
別
中
央
執
行
委
員

山
�

英
美
（
一

組
）

特
別
中
央
執
行
委
員

押
田

五
郎
（
千
代
田
）

特
別
中
央
執
行
委
員

星
野

良
明
（
渋

谷
）

女
性
部
長

戸
枝

昌
子
（
千
代
田
）

青
年
部
長

星
野

友
和
（
葛

飾
）

事
務
局

千
葉

雄
也
（
書

記
）

事
務
局

佐
々
木
則
子
（
書

記
）

事
務
局

杉
森
登
美
子
（
書

記
）

事
務
局

城
川

幹
隆
（
書

記
）
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第
一
地
連
議
長

瀬
尾

安
弘

第
二
地
連
議
長

鈴
木

康
司

私
た
ち
の
中
に
、
脈
々
と
宿

っ
て
い
る
怒
り
が
、
爆
発
寸
前

で
あ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、
声
高

ら
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と
仲
間

同
志
で
話
せ
る
時
は
、
い
つ
来

る
だ
ろ
う
か
、
重
苦
し
い
空
気

を
笑
い
飛
ば
せ
る
求
心
力
と
団

結
が
今
こ
そ
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
未
来
と
希
望
に
導
い
て
行

く
し
か
な
い
世
の
中
で
胸
を
は

っ
て
生
き
つ
づ
け
る
為
に
、
闘

う
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
苦
渋
の
選
択
を
再
度

く
り
返
さ
な
い
為
に
、
共
に
闘

い
連
帯
を
求
め
て
前
進
し
て
行

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
三
地
連
議
長

田
中

準
治

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
分
が
地
連
活
動
に
携
わ
っ

て
頃
は
、
各
支
部
が
地
連
内
で

ど
の
様
に
交
流
す
る
か
が
目
的

で
し
た
が
、
最
近
は
、
各
区
が

独
自
の
清
掃
事
業
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
た
め
、
各
区
の
動
向

等
を
話
し
合
う
の
が
中
心
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
発
展
的
な

解
散
を
お
こ
な
っ
た
作
業
協
や

自
動
車
協
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
各
支
部
の
意
見
交
換
の
場

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
と
も

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
四
地
連
議
長

嶋
根

徹

年年
頭頭
にに
ああ
たた
っっ
てて

昨
年
の
正
式
身
分
移
管
以

降
、「
時
間
内
組
合
活
動
の
改

悪
」
等
の
大
変
厳
し
い
攻
撃
が

か
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
当
局
は
退
職
負
補
充
と

い
う
共
通
し
た
方
針
を
打
ち
出

し
、
資
源
・
粗
大
収
集
の
委
託

が
各
区
で
拡
大
さ
れ
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
今
後
、
地
連
の
役

割
は
諮
問
機
関
に
替
わ
る
取
り

組
み
等
重
要
性
を
増
す
の
で
、

よ
り
緻
密
な
情
報
交
換
や
議
論

を
行
い
、
中
央
執
行
委
員
と
も

連
携
を
深
め
、
第
一
地
連
内
組

織
を
さ
ら
に
強
化
し
団
結
の
力

で
闘
っ
て
い
く
。

２
０
０
８
年
を
迎
え
、
昨
年

の
定
期
大
会
で
確
認
さ
れ
た
組

織
整
備
方
針
に
沿
っ
て
の
地
連

の
在
り
方
・
重
要
性
が
問
わ
れ

る
年
で
す
。
各
諮
問
機
関
の
発

展
的
解
消
が
行
わ
れ
、
今
後
の

地
連
に
お
け
る
諮
問
機
関
の
役

割
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
担
っ

て
い
く
の
か
議
論
中
で
す
。

２
月
の
地
連
年
次
総
会
以

降
、
専
門
部
配
置
に
現
業
部
を

設
置
し
、
各
区
の
新
年
度
作
業

計
画
等
の
共
有
化
を
進
め
る
と

共
に
、
今
ま
で
以
上
の
更
な
る

組
織
強
化
を
図
り
、
新
た
な
地

連
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

第
五
地
連
の
組
合
員
の
皆

様
、
昨
年
一
年
間
の
闘
い
ご
苦

労
様
で
し
た
。
昨
年
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、
一
泊
学
習
会
、

江
東
工
場
で
の
１９
年
度
予
算
人

員
闘
争
総
括
会
議
の
開
催
な
ど

意
義
あ
る
活
動
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
地
連
内
の
江

戸
川
区
で
開
催
と
な
っ
た
確
定

闘
争
第
三
波
総
決
起
集
会
に
地

連
内
各
支
部
の
協
力
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も

昨
年
以
上
に
厳
し
い
年
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
第
五
地
連
は
、

各
支
部
組
合
員
の
団
結
で
闘
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
！

ど

ー
な
っ
て
る
の
？
」

確
定
闘

争
の
妥
結
結
果
を
報
告
し
た
時

に
職
場
の
仲
間
に
言
わ
れ
ま
し

た
。「
業
務
職
給
料
表
の
水
準

見
直
し
」
は
生
活
を
直
撃
し
、

将
来
へ
の
大
き
な
不
安
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
当
局
の
攻
撃
と

情
勢
の
認
識
に
甘
さ
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
こ
れ
か

ら
の
闘
い
で
挽
回
を
！
」
と
仲

間
に
は
応
え
ま
し
た
。
カ
ラ
元

気
で
も
元
気
は
元
気
で
す
。
ま

だ
ま
だ
私
た
ち
の
団
結
と
組
織

は
頑
張
れ
る
は
ず
で
す
。
今
年

も
元
気
を
出
し
て
頑
張
り
ま
す
。

女
性
部
は
、
９
月
に
第
３６
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
区
移

管
で
部
員
は
３０
人
余
。「
女
性
部

の
活
動
を
絶
や
す
な
」
と
新
た

に
現
場
か
ら
執
行
委
員
に
立
候

補
し
た
部
員
、
４
月
に
一
組
固

有
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
技

術
職
の
新
入
部
員
も
交
え
、
今

後
の
女
性
部
活
動
を
ど
う
し
て

い
く
か
を
議
論
し
た
。

清
掃
と
い
う
圧
倒
的
に
男
性

の
多
い
職
場
で
、
女
性
が
元
気

に
働
く
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題

が
多
い
。
仕
事
と
家
庭
生
活
を

両
立
さ
せ
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
男
女
平
等

の
職
場
に
し
て
い
く
為
に
、
女

性
部
は
今
年
一
年
、
活
動
し
や

す
い
組
織
を
模
索
し
て
い
く
。

第
五
地
連
議
長

村
山

光
洋

青
年
部
長

星
野

友
和

女
性
部
長

戸
枝

晶
子

解
答
の
応
募

「
団
結
ク
イ
ズ
」
の
答
え
、
支
部
、

氏
名
を
ご
記
入
の
上
、
本
部
教
宣
部

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
３０
名
の
方
に
粗
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

○
締
切
日

１
月
１８
日
（
土
）
本

部
教
宣
部
必
着
（
メ
ー
ル
で
も

可
）

○
当
選
者
発
表

賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。
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